
Ω国立 二 会 図書 館
令 和 2年 8月 31日
調 査 及 び 立 法 考 査 局

社 会 労 働 調 査 室・ 課

◆御依頼日 :  7月 16日
◆御依頼内容 :

G20各国 (+台湾)で、それぞれ大麻の使用が合法化されているか否か

G20における大麻の合法化の状況について、資料 1にまとめました。関連資料 (資料 2～

資料 16)と ともに提供します。台湾については資料が見当たりませんでしたが、衛生福

利部の許可を得て、医師の処方に基づく大麻由来成分を含む医薬品を使用することは可能

であるようです 1。

資料1.国立国会図書館調査及び立法考査局社会労働調査室・課 「G20諸国における大麻
使用合法化の状況について」令和 2年 8月 31日

資料2.国際薬物政策コンソーシアム (IDPC)「 世界各国の医療用大麻の政策と実践」2
018.4.く htp://cainabis.kenkyuukaijp/images/sys/inお nnatioゴ 20180528163600-E58B5FB67

156756AlAEF6628181C36:DOB731BIB620BCB72E8BIFBClAA4E60FlF.pdf''

資料3.長吉秀夫『大麻 禁じられた歴史と医療への未来』コスミック出版,2019,pp.21-
54.

資料4.富山健一・船田正彦「海外における大麻規制緩和と社会への影響」『精神科治療
学』35(1),2020,pp.13-18.

資料5.富山健一・船田正彦「国内外における大麻規制の現状」『医学のあゆみ』
2019.12.14,pp.1201-1206.

資料6. 「カナダでマリファナ合法化へ 嗜好用・医療用大麻をめぐる各国の状況」『AF
PBB News』 2018.6.20.く htps:〃www.aゎbb.com/anicles/― /3179256>くhtps:〃 www.aゃbb.c

om/articlcs/‐/3179256?page=2>

資料7. 「カナダが大麻解禁 密売防止、税収増狙う」共同通信 (47行政ジャーナル)
2020.10.17.

資料8.佐藤哲彦「カナダで嗜好用の大麻合法化へ 北米が大麻産業の集積地に」『エコ
ノミンく卜』2017.6.6, pp.92-94.

資料9.山 口重樹・山田恵子「カナダの大麻最新事情」『ペインクリニック』2019■ 1,p
p.1435-1443.

資料10.「英国で医療大麻が合法化 専門医が処方可能に」『BBCニ ュース』2018.11■ .

くhttps://www.bbc.comノjapancscμ6053762>

資料11.「ブラジル衛生監督庁 大麻薬品の製造、流通を許可」『ニッケイ新聞』2019■ 2.5.
資料12.藤原夏人「韓国 医療目的による大麻使用の合法化」『外国の立法』No279-2,2019.5,
pp.18-21.

資料13.中園明彦「大麻合法化を巡り各州で盛り上がる議論」『エコノミスト』
2018_12.25,p.64.

資料14 「「嗜好用大麻の禁止は違憲」解禁の動き加速か メキシコ」『時事通信ニュー
ス』2018.11.2.

資料15.「メキシヨ与党、大麻解禁法法案提出へ」『時事通信ニュース』2018.11■

資料16_「南ア、「大麻の私的な場での個人的使用は合法」憲法裁が判断」『AFPBB NE
WS』 2018.9.18.く https://www.afpbb.com/ariclcs/― /3190054>

担当 :社会労働課 近藤倫子 (内線 :衆議院から98-23510/参議院から 970‐23510)

1「衛福部正式回應公共政策網路参興平墓提粘子 「開放磐療用大麻」提案」2020.5.7
くhttps:″ www.mohw.gov.tw/cp‐ 16‐ 53091‐ 1.hinll>
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G20諸国における大麻使用合法化の状況について

医療用 嗜好用 備考

調査報告書

令 和 2年 8月 31日

調査及び立法考査局

社会労働調査室・課

【嗜】政府が認めたルー トに限り、生大麻、

乾燥大麻、オイル、種の売買を合法化。成人 1

人 30gまで外で所持可。自宅では 4株まで栽
培可。未成年への販売・譲渡や大麻使用時の

自動車運転は禁上 に1)。

【医】サティベックス、エピディオレックス

販売許可。マリノールは暫定使用承認
(ATU)に よる使用可。合法化の議論があ
り、国立医薬品 .医療用品安全管理機構が

3,000人 を対象に実験を実施
(″ 2)。

【医】33州及びワシントンD.C.で合法。食品
医薬品局 (FDA)はエピディオレックス、マ
リノール (及びシン ドロス)、 セサメン トを

承認 (注 3)。

【嗜】11州及びワシントンD.C.で合法 (■ 3)。

.注 4.

【医】国家衛生監督庁 (Anvisa)の 大麻山来

成分を使用した医薬品の国内製造・販売等を

許可 (■ 4),

【医】医療目的の使用について法律上の規定
はないが、大麻出来成分を含む医薬品の販売
等は認められていない。
【嗜】バングー (大麻製品の一種)は麻薬・
向精神薬法」の対象外 (州の規制に従う)。

●主6)

I嗜】嗜好用大麻使用の禁止を違憲とする
2018年 10月 末の最高裁判決を受け、与党が合
法化のための法案を提出 (詢)。

【医1ドロナビノール (マ リノールの一般
名)承認。保健省の許可を得て未承認薬等の
輸入や使用等を行うことが可能 (注 8)。

【嗜】m18年 9月 に憲法裁判所が、成人によ
る私的な場での個人的使用・栽培は犯罪とは
みなされないと判断 し、これを反映 した立法

を 24カ 月以内に行 うよう議会に要求 に9)。

【医I医療目的での大麻の処方を認めている
(保健大臣の許可が必要)。
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(注 1)「カナダ、押し寄せる大麻マネー」『朝日新聞』201811.14(it2) Huguette Tiegn4 "Health Issues of cannabis," Science and Technologt kiefings,2}l9.ll. <https://wlr\v.senat.ft/
fileadmin/Fichiers/lmageyopecst/quatejages anglais,/OPECST 2020_001l_cannabis briefing.pdD

1/2



(注3)富山健―・訟田正彦「海外における大麻規制緩和と社会への影響」『精神科治療学』35(1ヽ 2020,っ。■3‐ 18.
(注4)「カナダでマリファナ合法化へ 嗜好用・医療用大麻をめぐる各国の状況」『AFPBB Nc、 s』 2018.6.2()く h"p
s:″w、、waゎbb.conVariclc"/3179256>くhttps″、、、taゎbb.conVarticlcy‐ /3179256つ pagc‐2>

(注5)「ブラジル衛生監督庁 大麻薬品の製造、流通を許可」『ニッケイ新聞』2019■ 2.5.
(注6)藤原夏人「韓国 医療目的による大麻使用の合法化」『外国の立法』No'79‐ 2,2019.5
(注7)「「嗜好用大麻の禁止は違憲」解禁の動き加速か」『時事通信ニュース』2018■ 1.2:「メキシヨ与党、大麻解禁
法案提出へ」『時事通信ニュース』2018■ 1.7.当 初、最高裁は 2019年 10月 までの立法を求めていたが、2度期
限が延長され、2020年 12月 15日 が期限となっている (Dc“ linc o lcga!izc marijuana ln Mcxico cxtcndcd aF
in,''Ma″グ
“
α″α,“ s′″οss Dα′′,,2020.4.18.く https:″mubittailycom/dcadlinc‐ o■c解lizc‐ manjumain‐mcxico‐ c●cnd“‐

again′ )ゝ。

(注 8)South Aticm Hcahh Pr)ducts Rcgulato,Authori,(SAHPRA),“ Frcqucntly Askcd Qucstionsi Cannabis md
Rclatcd Substalccs,''2019■ 0.25.くhips:″ wwwsttpraorg.za wp‐ contm′uplo“ 2ヾ020/01ノ Cmnabis_狙 d_rclatcd_subs●
nces ′へ5 inal‐ 1.pdf>

(注 9)「南ア、「大麻の私的な場での個人使用は合法」 憲法裁が判断」『 AFPBB Ncws』 2018,18.く mps:″、ぃ、、vttpb
b.coWaniclc鉾 /3190054>:“ South Amca's hittcst coun givcs gccn littt to rivatc usc of cannttis,''Rcutcrs,20

18.9■ 8.くhtps:″ wwwrcutcrs.con′a■iclc/us‐saticacmnわ iysou山―a"cが‐hiまcs●court giVcs‐ grccn■ i♪ t‐ to‐ privatc‐ usc‐
o'c`mnabis・ idUSKCNlLYlM7>

(出典)国際薬物政策コンソーシアム (IDPC)「世界各国の医療用大麻の政策 と実践」2018.4.く http:〃 cmnあ is.kenky
uukaijp′ imagcysys/inlo肛nation/20180528163600‐ E58B5FB67156756AlAEF6628181C36DOB73131B620BCB72E8BIF
BCl′ Aヽ4E60FlRpd>; Vヽior:d Lal″  GrouP,`'2020 1Global Rcport on Ca■ labis Policェ '' 2020.6. くhttps://Ⅵ、ぃv.thc、 vorld
lawすou,com/■■tablυ documcn″ncwy6.25.2020‐ Fin」‐Canabisi‐Guidcpd>:富山健一・船田正彦 「海外における大
麻規制緩和と社会への影響」『精神科治療学』35(1),2020,pp.13‐18:N.KrccvsbSbac O江 , ``Avalあ ility and
apprOVa1 0f CannabiS‐ baSCd mCdiCinCS 10r ChrOniC pain inanagCFnCnt and palliatiV(ノSuppOrtiVC CarC in CurOpC: A sur

vり oF thc,atus in thcぬ aptcrs of thc Ewopcan Pain Fcdcration,'' E〃 ″ορ′α′2 Jο
“
r′α′2′ Pαに 20183,pp.44045

4:長吉秀夫『大麻 禁じられた歴史と医療への未来』コスミック出版,2019,pp21‐ 54.等を基に作成。

担当 :社会労働課 近藤倫子
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